
「朝積みの時間の前倒し」と「荷物の区分け・整理する」ことによる
荷積み時間削減 青森県

１．実施者の概要１．実施者の概要

発荷主企業：十和田おいらせ農業協同組合
2010年に複数の農業協同組合と合併し、青森県
内2市5町3村、本店と9支店を持ち、主に野菜の
販売、流通を行っている。
運送事業者：中長運送株式会社

中長距離輸送では関東・関西方面に野菜や冷
凍食品の輸送を行い、その他短距離輸送、貸倉
庫等の事業を展開している。
着荷主企業：東京都所在の市場
青果卸売

荷種
野菜（対象荷主）

２．事業概要２．事業概要

現状

朝8時～荷積み開始
≪実証実験≫

朝7時～荷積み開始

現状

配送先ごとの仕分けができて
いない積み荷、または積み荷
されていてもどの山が該当す
るか不明な積み荷が存在

≪実証実験≫

配送先ごとに積み荷を仕分けして、「配送
先」を明確にする

青果品がどの倉庫にあるか不明な青果品が
ないか荷役前に確認する

運行開始日の朝積みの荷役時間を短縮し、市場の混雑ピーク前に到着することで手待ち
時間を短縮する。

朝積み時間の前倒し

配送先別の荷積みの区分け・整理

市場内の混雑状況



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．（１）荷主企業のメリット６．（１）荷主企業のメリット

５．結果５．結果

① 東京所在の市場への運行は、野菜を複数の配送先へ運送することを主としており、
配送先を減らすことは困難のため荷役に時間を要している。

② 荷積みには複数の支社を回って集荷することが多く、集荷先によっては荷物の区分
けや整理ができていないため荷役に時間を要している。

③ 青果品であり、荷崩れ防止のため丁寧な扱いが必要なこと、さらに配送先別に荷積
みをするため時間を要している。

④ 東京都所在の市場では、特に繁忙期は大変混雑しており、到着してから「市場に入る
まで」「フォークリフト待ち」「荷役検査待ち」の手待ち時間が発生している。

① 荷主企業と運送事業者の事前調査を実施し、その結果を踏まえ、さらに聞き取り調査
や荷積み、降ろし先の市場の実態調査等を実施した。

② 調査結果から具体的な対応策を荷主企業、運送事業者とともに検討した。

① 1日の拘束時間が17.7時間から15.5時間と2時間以上短縮した。
② 荷積みの最大時間が3.8時間から2.9時間と1時間程度短縮した。

① 荷積み時間の労力を軽減することで、ドライバーの負荷が軽減し、さらなる安全・安心
な運行となり確実な配送が可能となる。

② 信頼関係の維持により安定した輸送力の確保につながる。

③ 本パイロット事業を通じて、運送事業者から荷積み要員の出勤時間の前倒し（ドライ
バーより早く出勤して積み荷を整理）やパレット運用について提案があり、今後検討
のうえ、実施を予定する。

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

① 荷主企業、運送事業者間で、「話し合うこと」「課題を共有すること」の大切さを改めて
認識しあえ、荷主企業、運送事業者が「お互いを考える」ようになった歩み寄りが大き
い。

② 荷主企業は取引環境改善に対し積極的であり、運行への配慮による効率化により、
さらなる拘束時間等の短縮が見込まれた。

６．（２）運送事業者のメリット６．（２）運送事業者のメリット

① 東京所在の市場での手待ち時間が短縮することで休息期間が確保される。

② 荷積み箇所の削減により荷役時間が短縮し、ドライバーの身体的・精神的負担が軽
減する。

③ 労働環境が改善していくことでドライバー不足の解消が期待される。


